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鵬
描

マ
ラ
ソ
ン
大
全

今
日
は
ガ
ン
バ
ル
ゾ
ー

だ
っ
て
応
援
が
い
る
も
ん

一
月
十
八
日
、
町
立
保
育
園
で
は
、

寒
風
の
な
か
各
園
で
初
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
園
児
の
体
力
を
鍛
え
よ
っ

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
園
児
た
ち
も

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
み
て
も
ら
お
う

と
元
気
い
っ
ぱ
い
。

こ
こ
第
一
保
育
園
で
は
、
足
慣
ら
し

の
た
め
途
中
ま
で
歩
き
、
机
、
古
賀
、

伊
豆
神
社
、
保
育
園
ま
で
の
約
三
ｋ
ｍ
の

コ
ー
ス
。
用
意
ド
ン
の
合
図
と
同
時
に

昇
り
坂
を
顔
を
真
赤
に
し
て
走
る
園
児

た
ち
に
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
そ

れ
に
近
所
の
人
も
加
わ
っ
て
、
盛
ん
な

〝
ガ
ン
バ
レ
・
ガ
ン
バ
レ
〟
の
声
援
、

そ
れ
に
気
を
良
く
し
た
園
児
た
ち
も
猛

ハ
ッ
ス
ル
。
ゴ
ー
ル
の
保
育
園
に
は
、

年
長
組
に
遅
れ
る
こ
と
十
三
分
、
年
少

組
も
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

ご
ほ
う
び
に
、
全
員
に
参
加
賞
と
、

三
着
ま
で
の
嵐
児
に
は
、
即
席
に
机
を

並
べ
て
作
ら
れ
た
表
彰
台
で
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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ニ
月
は
道
路
の
凍
結
に

ご
注
意
を
／

二
月
は
、
寒
さ
も
厳
し
く
路
面
が
凍

結
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
運
転
を
す

右
際
は
、
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
か
チ
ェ
ー
ン

を
積
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
遠
出
の
際
は
交
通
情
報
セ
ン

タ
ー
（
貫
封
日
月
苛
ｌ

交
通
情
報
を
入
手
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
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住

、

民

翫
霊
舶
保
険
鍋
の
申
告

2

月

1

6

日

～

3

月

1

5

日

漸
層
題
Ｍ

申
告
期
限
は
3

月
1
5
日
ま
で
で
す

が
、
町
で
は
別
表

の
日
程
で
行
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

住
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
人

①
所
得
の
あ
る
人

で
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
な
い
人

（
給
与
支
払
報
告

書
の
提
出
さ
れ
て

い
る
者
を
除
く
）

②
農
業
所
得
等
で

所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
（
国

民
健
康
保
険
税
の
課
税
も
住
民
税
の
資

料
で
行
い
ま
す
の
で
申
告
を
し
な
い
と

控
除
を
受
け
な
い
所
得
で
課
税
さ
れ
ま

す
。

③
日
給
者
及
び
厚
生
年
金
等
を
受
け
て

い
る
人∴

孝
痺
孟
阜
畏

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
に
よ
る
所
得

者。
水
巻
町
町
民
会
館
（
若
松
税
務
署
員

出

張

）

　

3

月

6

日

　

9

時

3

0

分

。
若
松
税
務
署2

月

1

6

日

～

3

月

1

5

日

投票日

四
月
八
日
－

県
知
事
・
県
議
選

四
月
二
十
二
日
－

町
　
議
　
選

出
を
す
る
際
、
町
村
の
議
員
の
選
挙
を

除
き
供
託
証
明
書
が
必
要
で
す
。
こ
れ

は
、
候
補
者
の
乱
立
を
防
ぐ
た
め
、
法

務
局
に
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
の
額
面
の
国
債

証
書
を
寄
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

へ・現一

住
民
税
の
申
告
日
程

▼
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▼
場
所
　
役
場
東
別
館

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価

額
を
合
計
し
て
、
六
十
万
円
を
超
え
る

人。
水
巻
町
町
民
会
館
（
若
松
税
務
署
員

出
張
）
　
3
月
6
日
　
9
時
3
0
分

。
若
松
税
務
署2

月

1

日

～

3

月

1

5

日

ご 20 日 21 日 22 日 Ｚ】日 26　日 27　日 訪 日
月 川 ㈱ 輌 胞 抑 的 蜘

地

区

立　 屋

伊　 佐　 座

下　　　 ‾入 江 興 産 美吉野団地

緑風威団地

頃　　　 末

秋

古　　　 賀

新　 生　 捷ｉ

高 尾 団 地

古　 賀　 区 猪　　　 熊

猪 熊 町 住下 二 町 佳 ノ 水 区
練　 住　 一石

みずほ団 地

二　 町　 住

書 け＝司地 吉田イワゼ

町　　　 住

吉　 川　 一

松葉荏団地

鯉　 口　 区

鰹 亡＝弱地

ノ木団地

点　 松　 区

高 松 団 地

二野間町住

サニー
ニュータウン

吉　 田　 二

ヒ　 姻　 ここ

水　 巻　 苑

二　 杜　 区

ｌコ

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
商
売
を
し
て
い
る
人
や
不
動
産
収
入

の
あ
る
か
た
な
ど
で
、
昭
和
5
3
年
中
の

所
得
が
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、

基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

よ
り
多
い
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が
一

千
万
円
を
超
え
る
人
や
給
与
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

所
得
税
の
申
告
と
納
税
相
談
日

▼
時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

（
昼
休
み
1
時
間
あ
り
）

。
水
巻
町
町
民
会
館
（
若
松
税
務
署
員

出

張

）

　

3

月

6

・

7

日

。
水
巻
町
商
工
会
（
税
理
士
会
員
出
張
）

3

日

丹

6

・

7

日

。
若
松
税
務
署

∵－∴、

税
金
を
納
め
す
ぎ
て
い
る
人
は
、
二

月
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
早
く

申
告
し
て
早
く
受
取
り
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
す
れ
ば
税
金
が
も
ど
る
人

。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
雑
損
控
除
、
医
療

費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
な
ど
を
受
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
人

。
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
な
い
で
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た

人。
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
確
定
申

告
の
必
要
が
な
く
な
っ
．
た
人

。
少
額
所
得
者
や
利
子
、
原
稿
料
等
の

収
入
が
少
額
の
人

′

前
回
号
で
成
人
（
二
十
歳
）
に
な
り

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
と
選
挙
権

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
学
習
し
ま
し
た

の
で
今
回
は
、
被
選
挙
権
に
つ
い
て
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ノ

ど
の
よ
う
な
人
が

候
補
者
に
な
れ
る
か

候
補
と
な
る
た
め
に
は
次
の
要
件
が

必
要
で
す
。

Ⅲ
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

佃
投
票
日
現
在
に
お
い
て
年
令
満
二
十

五
歳
（
た
だ
し
、
参
議
院
議
員
、
都

道
府
県
知
事
は
満
三
十
歳
以
上
）
で

あ
る
こ
と

刷
地
方
公
共
団
体
の
議
員
に
つ
い
て
は

同
一
市
町
村
の
区
域
内
に
三
か
月
以

上
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

た
だ
し
、
次
の
者
は
立
候
補
で
き
ま

せ
ん
。
㈹
精
神
異
常
者
畑
禁
錮
以
上
の

刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
者
畑
選
挙
犯
罪

で
被
選
挙
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者

こ
の
よ
う
に
被
選
挙
権
の
要
件
を
み

た
す
者
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
立
候
補

で
き
ま
す
が
、
例
外
と
し
て
次
の
場
合

は
禁
止
・
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
重
複
立
候
補
の
禁
止
佃
選
挙
事
務
蘭

係
署
の
立
候
補
制
限
畑
公
務
員
の
立
候

ヽ
補
制
限
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
立
候
補
す
る
者
は
、
届

県知事・県議選の投票は
県内の移動であれば前の
住所地でもできます

四
月
八
日
に
行
わ
れ
る
県
知
事
及
び

県
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
県
内

の
市
区
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
が
、
引
き
続
き
県
内
の
他

の
市
区
町
村
に
一
回
だ
け
住
所
を
移
し

ま
だ
新
住
所
地
の
市
区
町
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も

次
の
手
続
き
に
よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
近
く

の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
尋
ね
の
う
え

も
れ
な
く
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

①
選
挙
当
日
旧
住
所
地
（
名
簿
登
録
地
）

で
投
票
す
る
場
合
　
県
内
の
新
住
所

地
の
市
町
村
長
か
ら
の
証
明

②
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

。
旧
住
所
地
で
投
票
す
る
場
合

県
内
の
新
住
所
地
の
市
町
村
長
の
証

明
と
印
鑑

。
新
住
所
地
で
投
票
す
る
場
合

県
内
の
旧
住
所
地
の
市
町
村
長
の
証

明
と
印
鑑
を
持
っ
て
行
く
と
本
人
あ

て
に
旧
住
所
地
か
ら
投
票
用
紙
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
新
住
所
地
に

持
っ
て
行
く
と
投
票
で
き
ま
す
。

火事。救急は局番なしの119番　暴力は110番へ



（3）瓜坤ｍｊｈ墟鐘碧　些盟型竺弧榔附醐撫憾Ｍ蹄お昭和54年2月10日照怖剛

学
資
の
こ
ま
っ
て
い
る
か
た

就
学
資
金
の
貸
付
制
度
を

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
県
で
は
、
低

所
得
廿
帯
、
母
子
世
帯
で
学
資
に
困
っ

て
い
る
か
た
に
修
学
資
金
の
貸
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
五
十
四
年
度
に
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
公
私
立
短
期
大

学
、
公
私
立
大
学
に
進
学
を
予
定
さ
れ

て
い
る
か
た
、
ま
た
現
在
在
学
中
で
学

資
に
困
っ
て
い
る
か
た
が
利
用
で
き
る

貸
付
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
他
の
奨
学
資
金
を
借
り
て

い
る
か
た
は
、
二
重
に
借
り
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
貸
付
対
象
者
　
低
所
得
世
帯
（
生
活

保
護
基
準
の
5
割
増
以
内
の
か
た
）

母
子
世
帯
に
属
す
る
者
の
就
学
者
に

対
し
貸
付
け
ま
す
。

▼
修
学
資
金
の
種
類
　
修
学
支
度
費
、

修
学
費
（
ど
ち
ら
も
無
利
子
で
す
）

▼
母
子
福
祉
資
金
（
母
子
世
帯
）
眉
付

け
の
申
込
み
は
2
月
～
3
月
ま
で
役

場
老
人
児
童
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
世
帯
更
生
資
金
貸
付
け
の
申
込
み
は

2
月
～
4
月
ま
で
に
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
修
学
支
度
費
は
ど
ち
ら
も
2
月
～
3

月
に
申
込
ま
れ
た
か
た
に
限
り
ま
す

▼
申
込
み
は
、
申
込
み
の
で
き
る
そ
の

日
の
2
6
日
ま
で
と
し
、
特
別
の
事
情

の
な
い
限
り
そ
の
他
の
月
は
貸
付
け

は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
洋
裁
学
校
、
看
護
学
院
等
は
、
技
能

修
得
費
の
貸
付
け
制
度
が
あ
り
ま
す

（
た
だ
し
利
子
は
若
干
必
要
と
し
ま
す
）

詳
し
い
こ
と
は
役
場
老
人
児
童
係
か

社
会
福
祉
協
議
会
（
担
当
地
区
民
生
委

員
）
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

修

学

資

金

所

得

基

‘ 準
低 身
所 障

得 者
望 望

冊　 乍Ｆ
の　 の
場 場

合 合

生 生
保 保

基 基

準 準

の　 の

摘

以 以

饉

修

学

費

学 校 種 別 等 金　　　　 額

高 等 学 校

公 立
1 』　 6 0 0 0円

′1 通 日〝

虹 ．立
1　 〝 〝　 8 ．00祈

2　 ” 〝　 7．0 0 0 〝

3　　 〝 〝　 6 0 00 ′′

高 等専 門学

国公 立

1　 〝 ′′　 7 5 酢

2 ．3　〝 〝　 5 ．50 0 〝

4．5 ” 〝　 6 00 0 〝

弘 ．立

1　 〝 〝　 9 ．00 0 〝

2　 〝 〝　 8 ．00 0 〝

3　　 〝 〝　 7 ．00 0 〝

4　 〝 〝　 9 ．00 0 ′′

5　　 〝 〝　 8 00 0 ′′

短 期　 大 学
公 立 1　 〝 〝 15越 0 ′′

2　　 〝 〝 11．00 0 ”

弘 ．立 1　 〝 〝 16 ．00 0 〝

2　　 〝 〝 13．00 0 ′′

大　　　　 学

国 公 立

1　 〝 ” 15．00 0 ′′

2．3 ” 〝 11．00 0 ′′

4　 ′′ 〝　 6．00 0 〝

私　 立

1　 〝 〝 17 0 0 0 〝

2　 〝 〝 14．00 0 〝

3　 〝 ” 12．00 0 ′′

4　 〝 〝 11．00 0 ′′

修
学

墓

高 校 ・ 高 専 自 宅 通 学 27 β00

自宅 外 通学 36ＰＯＣ円

大 学 ・ 短 大
隠 忍 抽 謂

住宅金融公庫申込期限延長

住宅金融公庫では、下記のとおり申込期間を延長して
貸付けを行っていますのでご利用ください。

貸　 付　 け　 の　 種　 顛 受　 付　 期　 間 利 率 （年 ） 備　　　　　 考

個 人 住 宅 建 設 資 金 （一 般 貸 付 け ）

5 4 1 29 ・－ 5 4　2 2 8

5 ．0 5 ％
一 般 鍾 売 住 宅 に つ い て は

マ ン シ ョ ン 購 入 資 金 （高 層 住 宅 ） 5 ．0 5 彩
ノ

5 4 ． 3． 3 1 ま で

個 人 住 宅 建 設 資 金 （大 型 住 宅 ） 5 3．4 ，2 4 － 5 4．2．2 8 6 ．0 5 ％
受 付 日 収 ・無 抽 選

た だ し 、 融 資 予 定 戸 数 に

達 した と き は 受 付 期 間 内土 地 区 画 整 理 事 業 地 譲 受 者
特　 一一一一 一

5 4 ．1．29 － 5 4．2．2 8

5 3，4．2 4 － 54 ．2 ．2 8

5．0 5 ％

－・ 般 宅 造 地 譲 受 者 で も 申 込 み を 締 切 り ま す

別　 －

そ の 他 の 特 別 貸 付 け
蹟 災 害 り災 者 、 な だ れ 、 地

付
公 庫 融 資 宅 適 地 等 譲 受 者 、

公 共 事 業 等 移 転 者 、公 営 住

す べ り 等 地 域 移 住 者 、 危

険 住 宅 移 転 者 に あ っ て は

け 宅 立 退 者 、災 害 り災 者 、ほ か 5 4 ． 3，1 3 1 ま で

住 宅 積 立 郵 便 貯 金 預 金 者 5 3．4 ，2 4 － 5 4 ．2 28 ． 5 ．4 5 ％ 選 考 に よ り選 定

住　　 宅　　 改　　 良　 資　 金 5 3，9．18 ′－ 5 4 ．2 ，28 5 ．5 5 ％ 受 付 日 額 ・ 無 抽 選

中 古 マ ン シ ラン 購 入 資 金 （既 存 住 宅 ） 5 3．4 ．2 4 ・－ 5 4 ．2 2 8 6．0 5 ％
た だ し 融 資 予 定 戸 数 に 達

し た と き は 、 受 付 期 間 内

で も 申 込 み を 締 切 り ま す財　 形　 住　 宅　 資　 金 5 3．6 ． 1 － 5 4 ，2．2 8 6．3 2 ％

※　くわしいことは住宅金融公庫または「住宅金織公庫業務取扱店」と表示した金融機関へ

国
民
年
金
の
保
険
料
が

4

月

か

ら

改

定

さ

れ

ま

す

2

7

3

0

円

1

3

．

3

0

0

円

水
巻
町
臨
時
職
員
の
登
録

町
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
中
の

臨
時
職
貝
を
次
の
と
お
り
受
付
け
ま

す
。
臨
時
職
貝
と
し
て
雇
用
さ
れ
る

に
は
、
ま
ず
、
こ
の
登
録
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
希
望
す
る
か
た

は
、
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

て
受
付
期
間
。
月
一
。
三
月

三
十
一
日

▼
職
種
一
般
事
務
及
び
看
護
婦
、
タ

イ
ピ
ス
ト
、
保
母
な
ど
の
技

術
職
員

▼
資
格
　
性
別
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

十
八
歳
以
上
五
十
歳
未
満

（
技
術
職
貝
は
五
十
五
歳
未

満
）

▼
賃
金
一
般
事
務
の
場
合

一
日
三
一
〇
〇
円

▼
手
続
き
　
役
場
人
事
係
に
履
歴
書

一
過
（
市
販
の
も
の
を
利
用
し
、

ペ
ン
書
き
、
必
ず
写
真
添
付
）
を

本
人
が
持
参
の
こ
と
。

登
録
さ
れ
ま
す
と
、
町
が
必
要
な

時
に
、
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
人
事
係
（
℡
二
〇

一
・
四
三
二
一
）
に
問
合
せ
く
だ
さ

．
し
▼

現
在
、
月
額
2
7
3
0
円
の
国
民
年

金
保
険
料
が
4
月
か
ら
3
3
0
0
円
に

改
め
ら
れ
ま
す
。

す
で
に
み
な
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お

り
、
国
民
年
金
は
こ
れ
ま
で
に
た
び
た

び
改
善
さ
れ
、
そ
の
内
谷
も
充
実
し
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
、
昭
和
4
9
年

か
ら
は
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
に
あ
わ

せ
て
年
金
を
引
き
上
げ
る
「
物
価
ス
ラ

イ
ド
制
」
が
と
り
い
れ
ら
れ
、
年
金
緬

は
そ
の
後
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
安
い
保
険
料
で
高
い
年
金
を
」
と

い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
保
険
料
と
国

の
負
担
金
（
2
対
1
の
割
合
）
で
ま
か

な
わ
れ
て
い

る
国
民
年
金

で
は
、
年
金

鶴
の
引
き
上

げ
と
保
険
料

の
改
定
と
を

切
り
離
し
て

考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
4

月
か
ら
の
保
険
料
改
定
も
国
民
年
金
を

よ
り
よ
い
制
度
に
し
将
釆
あ
な
た
が
年

金
を
受
け
る
と
き
に
「
頼
れ
る
国
民
年

金
」
で
あ
る
た
め
の
も
の
で
す

な
お
、
付
加
保
険
料
は
月
額
4
0
0

円
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

植松京子（吉田小六年）
岡元裕美（猪熊小六年）

シンナーは　人をくるわす　悪いもの
良い方にのばそう　若い目と心
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成
人
病
と
胃
検
診

成
人
病
及
び
胃
の
検
診
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
で
た
び
た
び
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
勤
務
の
都
合
等
で
受
け
ら
れ
な

い
か
た
の
た
め
に
、
土
・
日
曜
日
は
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時
及
び
場
所

。
2
月
2
4
日
・
2
5
日
　
猪
熊
公
民
館

。
3
月
3
日
・
4
日
　
吉
田
団
地
公
民

館
　
時
間
は
い
ず
れ
も
．
9
時
～
1
1
時

▼
検
診
内
容

胃
の
精
密
検
査
、
検
尿
、
血
圧
測
定

肝
機
能
検
査
、
医
師
に
よ
る
診
察
、

必
要
な
か
た
は
心
電
図

▼
対
象
者
　
3
0
歳
以
上

▼
料
・
金

国

保

被

保

険

者

　

　

5

0

0

円

そ

の

他

　

　

　

　

1

3

0

0

円

な
お
、
こ
れ
は
胃
の
検
診
料
金
の
み

で
あ
っ
て
そ
の
他
の
検
診
は
全
て
町

て
補
助
し
ま
す
。

▼
受
付
け

2
月
1
3
日
よ
り
受
付
け
ま
す
。
走
貞

各
5
0
名
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
早
目

に
申
込
み
を
。

。
申
込
み
の
際
に
予
診
を
と
り
ま
す
の

で
出
来
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
く
だ

さ
い
。児

童
手
当
が

変
わ
り
ま
し
た

昭
和
四
十
七
年
に
発
足
し
た
「
児
童

手
当
法
等
」
が
十
月
か
ら
一
部
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童

を
三
人
以
上
養
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち

の
一
人
以
上
が
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
三
人
目
以

降
の
児
童
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
の
改
正
で
、
支
給
額
が
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

無
料
調
停
相
談
会

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
切
秘

索
郎
れ
縞
霊
気
腔
㍍
附

水巻にふるさとの灯を

わ
ら
び
座
公
演
＝
：
3
月
日
日

き
た
る
三
月
十
一
日
水

巻
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
「
わ
ら
び
座
公
演
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

わ
ら
び
座
は
、
雪
け
む

る
秋
田
の
里
に
本
部
を
お

き
、
古
く
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
日
本
の
う
た
や

祝
祭
り
な
ど
を
も
と
に
歌

舞
劇
を
創
り
出
し
、
素
朴

さ
と
力
強
さ
の
な
か
で
、

心
の
ふ
れ
あ
い
輪
を
つ
な

ぐ
公
演
を
め
ざ
し
、
日
布

各
地
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す

（
支
給
額
）
…
三
一
人
目
以
降
の
中
学
校

卒
業
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
住
民
税

の
所
得
割
り
課
税
者
に
は
五
千
円
。

非
課
税
者
（
低
所
得
者
）
に
は
六
千
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
杜
全
課
ま

で
中
小
企
業
貸
付
設
備
貸
付

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

財
団
法
人
福
岡
県
中
小
企
業
設
備
貸

与
協
会
で
は
、
本
年
度
最
後
の
設
備
貸

与
制
度
利
用
者
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。

ｒ

．

ｉ

ｌ

一

ｒ

Ｌ

現
在
「
わ
ら
び
座
公
演
」
を
通
し
て

ふ
る
さ
と
水
巻
町
を
創
り
出
そ
う
と
、

水
巻
町
青
年
団
を
中
心
に
、
実
行
委
員

会
（
み
ん
な
で
創
る
ふ
る
さ
と
会
）
が

結
成
さ
れ
、
各
公
民
館
や
サ
ー
ク
ル
の

な
か
で
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

▼
と
　
き
　
三
月
十
一
日
　
午
後
六
時

三
十
分
よ
り

▼
と
こ
ろ
　
水
巻
中
学
校
体
育
館

▼
演
　
目
一
部
一
八
田
植
お
ど
リ

二
部
　
火
の
太
鼓

▼
会
　
費
　
大
　
人
一
七
〇
〇
円

中
高
生
二
〇
〇
〇
円

小
学
生
　
　
六
〇
〇
円

。
バ
ラ
コ
ー
ト
除
草
剤

の
保
管
に
注
意
を

最
近
、
パ
ラ
コ
ー
ト
除
草
剤
に
よ
る

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
本
剤
は
非

常
に
毒
性
が
強
く
、
目
的
以
外
に
使
用

す
る
と
大
変
危
険
で
す
の
で
、
使
用
に

あ
た
っ
て
は
、
十
分
気
を
つ
け
ら
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
保
管

す
る
場
合
は
、
密
栓
し
て
子
供
の
手
の

届
か
な
い
冷
暗
所
に
鍵
を
か
け
て
厳
重

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
一

の
受
付
け
を
役
場
杜
全
課
で
行
い
ま
す

′

町
で
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
も
っ
て
β

い
る
か
た
に
乗
車
券
引
換
証
（
国
鉄
）
フ
ノ

。
受
付
期
間
　
2
月
1
0
日

。
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑

手
帳

．
．
亨
．
′
ｔ
．
．
．
亘
．
．
．
′
｝
三
．
…
．
三
ｌ
′
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
（
言
．
．
．
．
心

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
相
談
員
折
尾
簡
裁
・
調
停
委
員
一

▼
内
容＝

ｌ

　

∵

　

∴

｛

内
の
間
題
等

…

．

．

．

～

．

．

．

．

．

．

．

．

｝

妻

．

（

．

．

…

．

…

一

．

）

」

▼
限
度
額
一
企
業
　
1
2
0
0
万
円

▼
貸
与
期
間
　
4
年
6
か
月

▼
返
済
　
均
等
半
年
朕
払

利
息
　
年
5
％

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
貸
与
協
会

（

き

0

9

2

・

7

1

2

・

0

7

7

1

）

ま

で

戦
傷
病
者
の
乗
車
券
　
▲

引
換
証
の
請
求

今

月

の

納

期

∴
4
期
分

生命と健廉を守る
献血に参加を

◎日時　2月22日10時～16時
◎場所　町民会館前

◎主催　社会福祉協議会

冬期になりますと、寒さのため献血さ
れるかたが少なく、日赤血液センターで

は輸血用の血液が不足しています。お互いを守るため
進んで献血に協力をお願いいたします。

一日曜在宅医－

2月11、日　永松医院　耳鼻科　　頃　未　　℡201・0386

2月18日　村田医院　内・児科　　頃　末　　℡201・0745

2月25日　森田医院　内・児科　梅ノ木団地　℡201・0616

3月4日　中村医院　内・児科　　下　二　　℡201・5820

3月11日　有留医院　内・児科　　吉　田　　℡201・1394

診療時間は9時から17時、原則として往診は致しません。

あなたの役場です　電話（201）4321番

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛

巻
　
町
　
企

画
　
財
　
政
　
課
　
（
電
　
話
　
2
0
1

刷

遠
　
賀
　
印
　
刷
　
株
　
式
　
会
　
社


